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10月末組織数は２063名となり、前月より１名の増勢！
９～１０月の組織拡大月間中の新規加入者は17名。

組合をさらに強固なものに
皆さんのお力添えによって

１．名称　奈良県建築労働協同組合 第78回定期大会
２．日時　令和８年11月15日（日）・午前９時
３．場所　組合本部会館

大 会 招 集

　

各
支
部
で
は
新
規
加
入
者

目
標
を
打
ち
立
て
、
こ
の
１

年
間
（
R
７
年
11
月
〜
R
８

年
10
月
）
奮
闘
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
目
標
を
達
成
し
た

支
部
は
郡
山
支
部
は
じ
め
６

支
部
と
な
り
ま
し
た
。

　

拡
大
運
動
の
推
進
に
は
未

加
入
者
の
掘
り
起
こ
し
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
仲
間
の
横
の
つ
な
が
り
と

協
力
が
大
き
な
カ
ギ
を
握
っ

て
い
ま
す
。
拡
大
運
動
は
支

部
役
員
だ
け
で
な
く
、
仲
間

全
員
が
組
織
拡
大
強
化
の
重

要
性
を
認
識
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
等
で
未
加
入
者
が
い

れ
ば
「
組
合
の
仲
間
に
入
ら

へ
ん
か
」「
未
加
入
者
を
紹

介
し
て
」
と
、
ひ
と
声
お
掛

け
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今

後
も
仲
間
の
つ
な
が
り
を
最

大
限
に
活
か
し
、
現
場
で
の

加
入
促
進
を
粘
り
強
く
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

拡大目標97名は到達できませんでしたが、
今年度の新規加入者は82名となりました。
各支部の工夫を凝らした拡大運動と仲間一人
ひとりの努力によって得られた成果です。
組織拡大運動にご協力ありがとうございました。

関西地協の運動前進に向けてガンバロウ！

郡　山
天　理
北　葛
宇　陀
橿　原
菟田野
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新規加入者目標達成支部
新規加入者拡大目標

目標（名） 新加入者（名）

　

10
月
９
日
に
エ
ル
大
阪
に

お
い
て
、
関
西
地
協
第
66
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
組
合

本
部
よ
り
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
14
年
連
続
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
全

職
種
平
均
で
は
4.5
％
引
き
上

げ
ら
れ
２
５
， ８
３
４
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
建

総
連
各
組
合
で
の
要
求
運
動
、

国
・
業
界
団
体
に
よ
る
現
場

従
事
者
の
処
遇
改
善
策
推
進

等
に
よ
り
建
設
労
働
者
の
賃

金
水
準
は
増
加
傾
向
が
続
い

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

現
場
従
事
者
の
大
幅
な
賃
上

げ
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

第
三
次
・
担
い
手
３
法
が

全
面
施
行
さ
れ
、「
労
務
費

に
関
す
る
基
準
」
を
著
し
く

下
回
る
見
積
り
・
契
約
が
禁

止
さ
れ
、
建
設
Ｇ
メ
ン
等
を

中
心
と
し
た
調
査
・
指
導
・

監
督
等
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
発
注
者
に
対
し
て

も
勧
告
が
行
わ
れ
、
適
正
な

賃
金
の
支
払
い
の
基
準
に
つ

い
て
は
国
交
省
が
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
レ
ベ
ル
別
年
収
」
を
改
定

し
た
が
、
町
場
・
住
宅
現
場

を
含
め
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及

促
進
・
就
業
履
歴
蓄
積
・
能

力
評
価
（
レ
ベ
ル
判
定
）
が

重
要
で
あ
り
取
組
み
強
化
を

一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

関
西
地
方
協
議
会
で
は
現

場
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
の
改
善
と
向
上
に
向
け
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
住
宅
企
業

建
設
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て

関
西
地
協・第
66
回
定
期
大
会

建
設
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て

関
西
地
協・第
66
回
定
期
大
会

事
者
か
ら
現
場
実

態
・
改
善
要
求
な

ど
の
声
を
集
約
し
、

現
場
の
厳
し
い
実

態
を
切
実
に
訴
え

改
善
を
求
め
続
け

る
こ
と
で
、
企
業

側
の
対
応
に
改
善

が
図
ら
れ
て
い
る

の
は
確
か
で
今
後

も
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　

関
西
各
地
か
ら

50
名
の
建
築
職
人

仲
間
が
参
集
し
、

仲
間
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
る
組
合

活
動
を
活
性
化
し

大
幅
な
賃
上
げ
や

法
定
福
利
費
の
確

保
。Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
推

　

９
月
20
日
に
熊
本
県
八
代

市
に
あ
る
植
柳
上
応
急
仮
設

団
地
建
設
の
応
援
に
11
時
間

を
か
け
て
現
地
入
り
し
ま
し

た
。
奈
良
建
築
組
合
の

L
I
N
E
で
仮
設
住
宅
の
大

工
募
集
を
知
り
、
募
集
に
は

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
が
必
須
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
以
前
か
ら

所
持
し
て
い
た
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
た
ば
か
り
で
し
た

の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
場
所
は
全
建
総
連
が

事
前
に
手
配
さ
れ
て
お
り
、

往
復
交
通
費
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
日
当
は
事
前

に
組
合
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
現
地
に
入
る
と
屋
根

の
上
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

覆
っ
て
い
る
住
宅
や
倒
壊
・

半
倒
壊
し
て
い
る
建
物
が
多

数
見
受
け
ら
れ
、
手
付
か
ず

の
状
態
で
先
の
見
通
せ
な
い

状
況
で
す
。

　

作
業
内
容
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
組
合
員
を
束
ね
る
監

督
指
示
の
下
、
一
日
で
も
早

く
引
渡
し
が
出
来
る
よ
う
に

急
ピ
ッ
チ
で
大
工
工
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
奈
良
建
築

組
合
か
ら
は
現
場
は
異
な
り

ま
し
た
が
、
香
芝
支
部
の
谷

口
青
年
部
長
も
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
人
手
が
足
り
ず
自
分
の
担

当
現
場
も
含
め
て
工
期
延
長

の
現
場
が
あ
り
引
続
き
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
ど
こ
で
も
災
害

の
リ
ス
ク
は
あ
り
、
こ
の
様

な
経
験
を
し
て
お
け
ば
今
後

必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す

の
で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
協
力

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は

主
に
町
場
で
の
大
工
仕
事
を

　
　

し
て
い
る
の
で
今
ま
で

　
　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
使
う
こ
と

　
　

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

　
　

が
今
回
は
じ
め
て
役
に

　
　

立
ち
ま
し
た
。

　
　
（
五
條
支
部
／
前
青
年

　
　

部
議
長  

中
田
米
晃
記
）

内装仕事に奮闘する中田さん

応急仮設木造住宅建設現場の全景

熊
本
地
震
に
お
け
る
応
急
仮
設

木
造
住
宅
建
設
に
従
事
し
ま
し
た

一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い
ま
す

熊
本
地
震
に
お
け
る
応
急
仮
設

木
造
住
宅
建
設
に
従
事
し
ま
し
た

一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い
ま
す

に
対
す
る
（
大
和
ハ
ウ
ス
・

積
水
ハ
ウ
ス
・
住
友
林
業
・

大
林
組
・
大
成
建
設
・
清
水

建
設
・
長
谷
工
・
奥
村
組
）

要
請
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

「
建
設
労
働
者
・
職
人
の
賃

金
確
保
、
労
働
条
件
に
関
す

る
要
請
書
」
を
各
社
に
文
書

要
請
。
賃
金
確
保
要
求
や
建

設
業
法
の
遵
守
、
不
払
い
時

の
対
応
、
手
間
請
け
職
人
や

一
人
親
方
の
労
働
者
性
の
判

断
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
救

済
、
労
災
隠
し
の
根
絶
な
ど

を
要
請
項
目
に
挙
げ
訴
え
ま

し
た
。

　

賃
金
相
場
に
大
き
な
影
響

を
持
つ
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・
住

宅
企
業
交
渉
で
は
、
建
設
従

進
な
ど
を
通
じ
た
建
設
技
能

労
働
者
の
処
遇
改
善
の
運
動

な
ど
、
こ
の
一
年
間
を
総
括

し
、
運
動
の
さ
ら
な
る
前
進

と
組
織
拡
大
、
団
結
の
強
化

に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
等
の
運
動
方
針
案
を

討
議
し
ま
し
た
。

　

関
西
地
協
各
組
合
が
よ
り

綿
密
に
連
携
を
深
め
、
よ
り

緻
密
な
行
動
を
実
践
し
組
合

員
同
士
が
よ
り
親
密
な
関
係

を
築
き
、
時
代
に
即
し
た
新

し
い
組
合
組
織
を
創
っ
て
い

く
こ
と
を
決
意
し
、
大
会
参

加
者
の
強
い
気
持
ち
に
よ
っ

て
提
案
採
択
さ
れ
66
回
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
（
組
合
本
部　

能
城
記
）
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雨
が
続
く
こ
の
頃
で
し
た

が
14
日
の
月
曜
日
は
良
い
天

気
と
な
り
、
私
と
副
支
部
長

２
名
を
乗
せ
拡
大
グ
ッ
ズ
を

手
に
南
回
り
に
出
発
し
ま
し

た
。
東
の
旧
団
地
と
の
間
で

田
ん
ぼ
ば
か
り
の
所
が
10
区

画
と
８
区
画
程
の
造
成
地
に

な
り
メ
ー
カ
ー
の
旗
が
旗
め

い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

工
事
が
始
ま
れ
ば
職
人
さ
ん

に
も
会
え
そ
う
で
し
た
。

　

東
方
面
で
は
15
区
画
程
で

殆
ど
入
居
済
み
で
し
た
が
、

外
構
工
事
と
隣
は
ク
ロ
ス
屋

さ
ん
が
作
業
中
で
し
た
の
で

「
香
芝
の
建
築
組
合
で
す
が

何
か
困
っ
た
こ
と
は
有
り
ま

せ
ん
か
。
知
人
で
も
本
人
で

香
芝
支
部

秋
の
組
織
拡
大
行
動

秋
の
組
織
拡
大
行
動 　

　
　

も
と
」
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
　

ト
と
本
部
支
給
の
タ

　
　
　

オ
ル
を
渡
し
な
が
ら

話
し
を
し
ま
し
た
。
組
合
員

の
事
務
所
兼
作
業
場
に
も
寄

り
ポ
ス
タ
ー
張
替
え
を
お
願

い
し
、
行
き
つ
け
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
も
同
様
に
お

礼
に
タ
オ
ル
を
手
渡
し
新
規

加
入
者
に
繋
が
る
様
願
い
ま

し
た
。

　

北
方
面
で
は
空
き
地
を
６

区
画
に
分
け
て
基
礎
作
業
中

の
人
影
が
見
え
ま
し
た
が
、

道
路
が
狭
く
駐
車
出
来
ず
西

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
こ
の

方
面
は
40
年
前
の
開
発
地
が

３
ヶ
所
ほ
ど
あ
る
が
既
に
立

ち
込
め
て
お
り
、
塗
装
替
え

程
度
の
足
場
が
掛
か
っ
た
所

が
見
え
ま
し
た
が
、
職
人
さ

ん
は
お
ら
ず
二
上
方
面
に
戻

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
沢
山
の
造
成
地
が

あ
り
今
後
の
出
会

い
を
期
待
し
て
15

時
半
に
は
事
務
所

に
着
き
ま
し
た
。

今
日
来
れ
な
か
っ

た
班
長
さ
ん
ら
に

は
拡
大
グ
ッ
ズ
を

渡
し
て
其
々
で
の

活
動
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま

　

春
か
ら
実
践
し
て
き
た
朝

宣
伝
行
動
も
最
後
の
４
回
目

と
な
り
、
10
月
９
日
（
金
）

桜井と橿原支部の役員さんが連帯協力

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
で
第
４
弾
の
朝
宣
伝

地
道
な
活
動
で
仲
間
増
や
し
に
奮
闘

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
で
第
４
弾
の
朝
宣
伝

地
道
な
活
動
で
仲
間
増
や
し
に
奮
闘

の
朝
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま

で
ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
に
お

い
て
、
桜
井
支
部
の
笠
谷
支

　
　

部
長
さ
ん
、
北
浦
さ
ん
、

　
　

橿
原
支
部
の
浅
岡
支
部

　
　

長
さ
ん
、
瀬
川
さ
ん
、

　
　

花
岡
さ
ん
、
森
本
さ
ん
、

　
　

そ
し
て
本
部
の
安
田
副

　
　

委
員
長
、
松
田
、
中
西

　
　

が
参
加
し
て
朝
宣
伝
行

　
　

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　

建
築
資
材
を
購
入
す

　
　

る
た
め
に
来
店
さ
れ
た

　
　

建
築　

職
人
約
40
人
に

　
　

声
を
掛
け
、「
建
築
組

　
　

合
で
す
。
労
災
や
健
康

　
　

保
険
を
取
り
扱
っ
て
い

　
　

ま
す
。ぜ
ひ
組
合
加
入
」

と
組
合
パ
ン
フ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

建
築
組
合
を
知
っ
て
も
ら

う
上
で
は
小
さ
な
き
っ
か
け

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
行
動

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で

現場訪問をして組合ＰＲ

元請現場で労働者を１人でも雇用して
いる事業主は、一括有期労災に加入を！

下請の職人がケガした場合にも、事業主の責任となります。

労災保険に加入せずに、労働者が労働災害を発生した
場合、ケガが治ゆするまでの治療費や休業補償等につ
いては一切補償しなければなりません。
なお、労働災害後に労災保険に加入した場合には、災
害に遭われた労働者やその遺族には労災保険は給付さ
れます。
ただ、「事業主」に対しては、“給付された金額の
１００％又は４０％を徴収される厳しい罰則”があり
ます。

事業主の故意又は重大な過失によって発生した業務災
害で保険給付を行った場合には、事業主の注意を促す
ため、その保険給付に要した費用の一部を事業主から
徴収 することとなっています。
この場合、保険給付額の３０％が費用徴収となります。
※費用徴収の対象となるのは、休業補償給付・障害補償給付・
　遺族補償給付・傷病補償年金・葬祭料のうち療養開始後
　３年間に支給されるもの。

組合内事業所でも重大災害が多発しています。
スレート屋根、梁からの転落事故が連続。

保護帽や安全帯着用・足場の設置などを順守し、安全作業に従事してください。

費用徴収制度
（１）

（２）

重大事故や死亡災害が発生してから労災保険に加入して
おけば良かった、安全衛生管理や墜転落防止対策を徹底
しておけば良かったでは遅すぎます。
一事業主の力ではとても対処することは出来ません。

今
後
の
大
き
な
成
果

に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
宣
伝
物
を

現
場
等
で
使
用
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
組
合
の
名
が
広
ま

れ
ば
良
い
な
と
も
思

い
ま
す
。

　

各
店
舗
を
巡
回
す

る
形
で
各
支
部
役
員

さ
ん
の
連
帯
と
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
４

回
の
朝
宣
伝
で
約
２

０
０
名
の
建
築
職
人

へ
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し

　お買い物の際、レジで組合カードを提示することで、３％
の割引が受けられるようになりました。現金＆クレジット
カードどちらも可。
　早朝から営業していることで、プロ向けの住宅建材・用品
を専門に扱う同店は１２０店舗が営業していますが、今回の
奈良県建築組合との業務提携で３％の割引が受けられるのは
関西エリアの店舗となります。
　提携店舗は、近畿２府４県のコーナンＰＲＯ・ＷＯＲＫ＆
ＴＯＯＬ全店となりますが、「ホームセンターコーナン」及
び「コーナンドイト」店舗は対象外ですのでご注意ください。

※組合カードは各支部を
　通じてお渡しさせて頂
　いています。

組合員さん限定！

コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引
コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引
「三条大路店・香芝店・西大和店に加え、
　　　　　　　　　　　桜井店がオープン」

現場訪問をして組合ＰＲ

し
た
。

（
支
部
長　

和
田
全
示
記
）

来店した建築職人さんに声掛けをして説明

た
。
即
、
加
入
に
つ
な
が
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未

加
入
者
へ
の
啓
発
を
図
る
意

味
で
は
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
（
本
部
書
記　

中
西
記
）
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組
合
員　

２
、０
６
３
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
８
年
10
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和８年９月21日～
　　　令和８年10月20日まで）

一人親方５件／一括有期２件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

2
0
0
1
1
0
0
1
0
0
5

3
0
0
2
1
0
0
1
0
0
7

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

110

169

27

10

48

39

153

14

63

283

119

92

122

459

42

18

76

49

52

86

10

5

2

12

3

2063

『先月より１名増』

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
24
日
〜
25
日（
組
本
）
実
技　
11
月
27
日

　
　

 

学
科　
12
月
14
日
〜
15
日（
組
本
）
実
技　
12
月
16
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
26
日
〜
27
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
17
日
〜
18
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
12
月
３
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
Ｒ
９
年
１
月
19
日
〜
20
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
19
日

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

令和８年９月新加入（敬称略）
支　部
宇　陀

宇　陀

橿　原

氏　名
大野　智也

尾関　大翔

アジ プラステイヨ

紹介者
角林小夜子

角林小夜子

平原　大輔

年令
31

24

25

職　種
大　工

大　工

とび工

令和８年10月新加入（敬称略）
支　部
北　葛

北　葛

北　葛

宇　陀

橿　原

橿　原

橿　原

菟田野

氏　名
菊川　和也

北條伸汰郎

松本羅生時

山口　準貴

二宮　啓太

蛭町　拓也

吉岡　拓美

安井　一哉

紹介者
米田　善之

若森　亮成

若森　亮成

角林小夜子

近澤　　泉

西岡　利倫

駒井　大暉

梅崎　雅嗣

年令
47

17

16

32

53

31

29

31

職　種
看板工事

防　水

防　水

大　工

型枠大工

鉄骨工

サイディング

石　工

令
和
８
年
９
月
死
亡

香
芝
支
部
　
　
鎌
田
　
義
郎
氏
　
　
大
　
工
（
93
歳
）

令
和
８
年
10
月
死
亡

中
吉
野
支
部
　
梅
本
　
明
氏
　
自
動
ド
ア
施
工
（
72
歳
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

「合格祝い金」＆「資格取得報奨金制度」
交付申請を忘れずに！

◎支給条件（支給対象者）
　　※受検（験）及び受講時、支給時に組合員であること。
※資格取得日が平成３０年４月１日以降で、新規に資格取得された方。

◎対象資格と支給金額

◎対象資格　　技能検定合格者ならびに技能講習（作業主任者）修了者
◎助成金額　　３，０００円　
◎交付対象者　組合加入後に資格取得、かつＨ24年３月１日以降に合格
　　　　　　　（修了）された方
◎共通した書類と提出方法
　・申請書　　申請書はＦＡＸにて送付させて頂きます。
　・添付書類　資格取得を証明する書類
　　　　　　　（合格証書、合格通知書、資格証明書、修了証の写し、認印）
　・身分証明　運転免許証など
　・提出方法　組合本部までご持参または郵送して下さい。
◎支給方法　　組合本部窓口にて支給
（例）２級技能士合格の場合、組合３千円・全建総連５千円　計８千円
　　　作業主任者修了の場合、組合３千円　　　　　　　　　計３千円

組合の「合格祝い金」全建総連の「資格取得報奨金制度」

区分１　１０，０００円
　一級建築士、設備設計建築士、構造設計建築士、一級施工管理技士、
　一級技能士、第一種電気工事士、電気主任技術者（一、二種）、
　電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者
区分２　　５，０００円
　二級建築士、木造建築士、二級施工管理技士、二級技能士、
　第二種電気工事士、電気主任技術者（三種）、電気通信工事担任者、
　職業訓練指導員免許
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10
月
４
日
（
日
）
早
朝
よ

り
会
館
周
辺
の
草
刈
り
を
８

名
の
仲
間
で
、
い
つ
も
以
上

　

吉
野
支
部
で
は
９
月
19
日

（
土
）
に
組
織
拡
大
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
を
玉
井
副
支
部
長

と
奥
委
員
、
丸
谷
委
員
の
３

名
で
実
施
し
ま
し
た
。
防
災

活
動
で
は
吉
野
山
金
峯
山
寺

社
務
所
の
屋
根
改
修
現
場
に

立
ち
寄
り
足
場
の
点
検
等
行

い
ま
し
た
。
吉
野
支
部
組
合

員
の
中
に
は
社
寺
や
伝
統
的

な
建
物
に
携
わ
る
職
人
さ
ん

も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
住
宅
や
建
築
と
違

い
特
殊
な
技
術
が
必
要
な

修
復
の
現
場
で
、
こ
う
い

う
技
術
の
継
承
や
職
人
の

育
成
な
ど
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
す
。
建
築
組
合
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し

菟
田
野
支
部

「
輝
け
う
た
の
！
」
に
参
加

「
輝
け
う
た
の
！
」
に
参
加

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

に
綺
麗
に
清
掃
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
奈
良
カ
エ

デ
の
郷
ひ
ら
ら
で
行
わ
れ
て

支部会館周辺を仲間と一緒に草刈り

金峯山寺社務所の屋根改修現場で足場の点検

　

９
月
20
日
（
日
）
に
大
和

郡
山
の
ト
ド
ロ
キ
ボ
ー
ル
店

に
て
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
３
年
振

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

奈
良
建
築
青
協

37
名
が
参
加
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

37
名
が
参
加
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
の
後
吉
野
支
部
管
轄
内

を
約
1
時
間
か
け
て
巡
回
し
、

建
築
組
合
と
し
て
の
啓
発
活

動
と
仕
事
の
確
保
、
建
築
に

携
わ
る
未
加
入
の
職
人
さ
ん

に
声
が
届
く
こ
と
を
願
い
パ

ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
組
合
の
存
続
を

考
え
な
が
ら
、
地
域
に
根
差

し
た
地
道
な
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
支
部
長　

南
達
人
記
）

普
段
か
ら
仲
の
い
い
青
年
部

員
や
そ
の
家
族
、
未
加
入
者

を
含
め
て
各
支
部
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
は
総
勢
37
名

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
人

数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が

　
　

賑
や
か
な
ボ
ー
リ
ン
グ

　
　

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

組
合
未
加
入
者
の
方
に

　
　

は
組
合
を
知
っ
て
も
ら

　
　

う
良
い
機
会
に
な
り
ま

　
　

し
た
。

　
　
　

朝
10
時
開
始
と
な
り

　
　

10
分
間
の
練
習
投
球
を

　
　

終
え
て
２
ゲ
ー
ム
を
実

　
　

施
し
て
会
場
は
大
盛
り

　
　

上
が
り
で
し
た
。

　
　

２
ゲ
ー
ト
ー
タ
ル
点
数

吉
野
支
部

組
織
拡
大
＆
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
拡
大
＆
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

で
順
位
を
決
め
、
増
田

議
長
が
発
表
し
た
順
位

の
順
に
景
品
を
渡
し
ま

し
た
。
順
位
と
は
別
に

議
長
賞
・
副
議
長
賞
を

用
意
し
全
体
で
ジ
ャ
ン

ケ
ン
を
し
て
勝
っ
た
人

が
景
品
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

家
族
サ
ー
ビ
ス
が
モ

ッ
ト
ー
の
青
年
部
で
す
。

家
族
が
も
ら
っ
て
喜
ぶ

景
品
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
優
勝
者
香
芝
支

部
の
ト
モ
さ
ん
に
。
３

５
９
ピ
ン
（
２
ゲ
ー
ム
）

　

一
投
で
一
喜
一
憂
で

き
る
ボ
ー
リ
ン
グ
は
楽
し
く
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
ま
だ
ま
だ

ボ
ー
リ
ン
グ
場
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
来
年
は
さ
ら

に
多
く
の
参
加
者
を
め
ざ
し

て
各
支
部
青
年
部
部
長
・
部

員
一
同
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

｠
　
（
本
部
書
記　

中
西
記
） 37名の仲間や家族が正揃い

家族や仲間の笑顔がはじけています

下記15職種のCCUSレベル判定をご希望の方は組合本部までご連絡
ください。尚、レベル判定はカードに登録済みの保有資格と就業日
数によって判定され、条件を満たす方のみが対象となります。15職
種の判定基準についてはＱＲコードにてご確認ください。
※令和11年３月31日のレベル判定申請分までは、就業日数起算点
が建設業に関する資格取得年月日から令和６年３月31日までと令和
６年３月31日以降のシステム利用日の合計となります。

CCUS（建設キャリアアップシステム）を
登録されている方へ

レベル判定の申請を行える対象者
全建総連で対応している職種

全建総連 組合外の方
＋

全建総連の組合員
１.電気工事
２.橋梁
３.建設塗装
４.建築大工
５.圧接
６.タイル張り
７.硝子工事
８.住宅建築関連技能者

９.左官
10.防水施工
11.型枠
12.サッシ・カーテンウォール
13.保温保冷
14.海上起重
15.道路標識・路面標示

全建総連の組合員のみ

奈良県建築労働組合
組合員とご家族のみなさまへ

ご利用される際は、
組合員カードを提示
ください。

い
る「
輝
け
う
た
の
！
」

に
手
作
り
体
験
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
出
店
し
て
き

ま
し
た
。
レ
ー
ザ
ー
彫

刻
機
を
使
用
し
た
シ
ナ

ベ
ニ
ヤ
３
㎜
を
板
こ
ん

に
ゃ
く
の
よ
う
に
曲
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
種
小
物
の
貯
金
箱
や

宝
箱
・
日
本
地
図
の
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
な
ど
多

種
多
様
に
わ
た
り
作
成
準
備

を
行
い
ま
し
た
。　

　

特
に
目
玉
に
な
っ
て
い
た

の
は
恐
竜
模
型
で
、
展

示
品
に
は
幼
い
子
供
さ

ん
か
ら
参
加
し
て
い
る

パ
パ
や
マ
マ
ま
で
も
が

興
味
深
々
に
目
を
爛
爛

と
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

支
部
長
さ
ん
と
恐
竜
談

義
に
華
を
咲
か
せ
て
い

た
の
が
と
て
も
楽
し
そ

う
で
心
洗
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
完
売
の

運
び
と
な
り
、
き
っ
と

来
年
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
新
製
品
が
飛

び
出
す
と
確
信
し
ま
し

恐竜模型を前に参加協力された仲間の皆さん

た
。
と
て
も
有
意
義
な
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

（
副
支
部
長
田
中
正
一
郎
記
）




